
冬季特有災害の防止について

積雪地域である福井県では、凍結した路面での転倒など冬季に特有の災害が毎年発生していま
す。このため福井労働局では、毎年12月から２月を冬季特有災害防止の強化月間として取り組
んでいます。今回は、冬季特有災害防止についてのお知らせです。

冬季特有災害発生状況

建設業の労働災害をなくすために ～大野労働基準監督署からのお知らせ～

令和４年度第９回
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冬季特有災害による事故の型

（休業４日以上、R2～R3年度、福井県）
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冬季特有災害による負傷部位

（休業４日以上、R2～R3年度、福井県）
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福井県における冬季特有災害発生件数と福井市の気温（℃）の推移

（毎年12月から２月、休業４日以上）
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悪天候時の作業の中止等基準

滑りにくい靴底の靴の選択

作業内容 天候 法条文

高さ２ｍ以上の高所作業の禁止 強風、大雪 安衛則522条

足場・作業構台の組立作業の禁止 強風、大雪
安衛則564
安衛則575条の7

型枠支保工の組立作業の禁止 強風、大雪 安衛則245条
建築物等の鉄骨の組立作業の禁止 強風、大雪 安衛則517条の3
木造建築物の組立等の作業の禁止 強風、大雪 安衛則517条の11
コンクリート造の工作物の解体作業の禁止 強風、大雪 安衛則517条の15
解体用機械による作業の禁止 強風、大雪 安衛則171条の6
鋼橋架設等の作業の禁止 強風、大雪 安衛則517条の7
コンクリート橋架設等の作業の禁止 強風、大雪 安衛則517条の21
土石流危険河川での建設工事の作業における土石流による労働災害防止規程
の作成及び規程に基づく措置

融雪時等 安衛則575条の10

クレーンによる作業の禁止 強風 ク則31条の2
クレーンの組立等の作業の禁止 強風、大雪 ク則33条

移動式クレーンによる作業の禁止、転倒防止措置 強風
ク則74条の3
ク則74条の4

移動式クレーンのジブの組立等の作業の禁止 強風、大雪 ク則75条の2
ゴンドラによる作業の禁止、点検の実施(作業開始前) 強風、大雪 ゴ則19条、22条

足場・作業構台の点検の実施(作業開始前) 強風、大雪
安衛則567条
安衛則575条の8

地山の点検の実施(凍結の状態の変化(作業開始前)) - 安衛則358条

冬期間は強風、大雪といった悪天候による災害のリスクが高くなります。気象情報を活用し、悪天候
が予想される場合は、作業の中止や出張、作業計画の見直しをしてください。
強風・・・10分間の平均風速が毎秒10ｍ以上 大雪・・・１回の降雪量が25㎝以上
（気象注意報、気象警報により悪天候となることが予想される場合を含む）

安全衛生法令による悪天候時の作業規制（建設業関係、主なもの）

※床面の状態によっては、ピンがマット等に引っかかって、かえって転倒しやすくなる危険があるので注意しましょう

屋根の雪下ろし中の墜落防止対策の例

※取付作業時の危険性の特定や使用時の強度確認等を十分に行う必要があることに留意してください。

資料引用：長野労働局
「STOP！冬季労働災害」


